
【資料１】

平成22年度　佐賀市立大和中学校   学校評価計画

１　学校教育目標

２　学校経営ビジョン

３　本年度の重点目標 ４　前年度の成果と課題

５　総括表

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当 具体的方策

学校
運営

○学校経営方針
学校教育目標や学校経営ビ
ジョンの周知

校長

教頭

・生徒、職員に対しては、全校集会や職員会議などで説明する。
・校内に掲示物として貼り出す。
・全校集会などの集会行事及び学校だより・学年学級だより、ＰＴＡ総会などあ
らゆる機会を通じて周知に努める。(学校パンフレットの配布・説明）

○開かれた学校づくり 学校情報の積極的な発信
校長

教頭

・学校からの各種たより、ホームページ、携帯メールなどで情報発信をするとと
もに、学校評議員会、ＰＴＡ各種会合、地区懇談会などあらゆる機会を通じて周
知に努める。
・フリー参観デー、授業参観や各種学校行事等を通じて学校公開に努める。
・地域の行事に生徒を参加させる。

○安全な学校づくり 危機管理体制の整備

教頭

主幹
教諭

・危機管理マニュアルの見直しを毎年行い、更新していき、危機に対応する組
織力をつける。
・校内安全点検を毎月行い、要改善箇所は短期間内に改善する。
・校外における安全上問題箇所について、ＰＴＡや地域住民から情報収集を行
い、生徒への指導に役立てる。

○教職員の資質向上
教職員の専門性を高める研
究・研究の推進

教頭
主幹
教諭
教務

・授業研究を伴った組織的、実践的な校内研修を進める。
・教科部会スタッフの共同研究で基礎・基本の定着を図るための学習指導の充
実を進める。
・組織的な取組や協力的な研鑽ができるような職員間の円滑な人間関係づくり
を進める。

教育
活動

●学力向上 確かな学力の定着
研究
推進

・特別支援教育について理解することで、教師の認識を変え、特別支援教育の
視点で授業を改善する。
・授業のめあてを明確に生徒に示し、毎時間授業の評価を行う。
・発達障害の研修会、個別の指導計画の検討会、研究授業を行うことにより、
一人ひとりに寄り添った支援や手だての研究をする。

●心の教育 教育相談体制の充実
教育
相談

・不登校（傾向）生徒に対して、２～３名程度のチームで対応するグループロー
ラー作戦を展開する。
・定期的に相談アンケートを行い、生徒の実態を把握する。
・定期的に教育相談週間を設定し、生徒の相談や悩みに親身になって対応す
る。
・「親の会」を開催し、保護者の心のケアに努める。
・別室登校生徒の心のケアに努め、学習支援を行う。

●健康・体つくり
健康教育の推進

部活動の充実
体育科

・朝食の重要性について、計画的に指導するとともに、保護者にも協力依頼を
継続する。
・健康教育の一環として、薬物乱用防止教室や性に関する教育の実践を全校
生徒に対して計画的に行う。
・部活動において、適切な指導を進め、生徒の自主性・自律性の育成、体力の
向上を図る。

○生徒指導 生徒指導体制の充実
生徒
指導

・定期的に生徒指導に関する会議を開き、情報を共有化して、予防的・積極的
な生徒指導の充実を図る。
・定期的に、生活アンケートを行い、生徒の生活状況を把握する。
・毎朝、生徒玄関での挨拶運動を行うとともに、生徒への声かけを継続する。

○中１英・数の学習環境の
改善充実

ＴＴ，少人数指導の充実
指導方
法改善

・一人一人の学習状況に対応し、きめ細やかな指導を行うためＴＴを基本として
実施する。
・指導者同士で打ち合わせを十分に行い、分かる授業を目指し、指導法の工夫
改善を行う。

○小中連携
学習・生徒指導に関する小中
連携の充実

小中
連携

・小中連携協議会で、「学力向上」「不登校対策」「特別支援教育」「生徒指導」
の４つの委員会を適時開催する。
・全職員が小学校の授業を随時参観できるようにする。
・「一日体験入学」「ようこそ先輩」等の交流活動を推進する。

○体験活動
ふるさと学習を通した豊かな
人間性の育成

総合
学習

・地域の方々とのふれあいを通して、佐賀県、大和町の農業について総合的に
学習を進め、レポートを作成させる。
・職場体験、クリーン作戦等の実施により大和町について総合的に学習を展開
する。

○特別支援教育 特別支援教育体制の整備
特別
支援
教育

・普通学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒の個別の支援計画と指導
計画を特別支援教育部会で検討し、随時、加筆と修正を行うことにより、生徒
の情報を担任や教科担任だけではなく、他の職員と共有し、より深い支援体制
づくりをを行う。要する生徒の情報交換や理解に力を入れて取り組み、個別の
教育支援計画を全職員で有効活用する。大和養護学校の巡回相談やその他
専門機関と連携しながら、生徒の個性に合わせ、複数職員が支援する体制を
整える。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

・校内特別支援教育委員会を定期的に開催
し、特別な支援を要する生徒の把握と支援方
法を協議し、全職員が共通理解をして、支援に
あたる。

〈成果〉①生徒指導体制の整備と充実による落ち着いた生活習慣の定着　②教育相談体制の充実による不登校
生徒の減少　③開かれた学校づくりによる学校・家庭・地域の緊密な連携の推進
〈課題〉①生徒の学力向上をめざす研究体制の整備（学習指導方法の改善と学習習慣の定着）　②生徒指導に関
しては、学級経営等におけるともに助け合い認め合う集団づくりと個々の人間力の育成

校内外における生活事故・交通事故発生件数
の前年比３０％以上減を続け、最終的に「発生
ゼロ」をめざす。

・県の学習状況調査等において、県平均・地区
平均を、ともに上回る。
・全生徒が、学習習慣の定着のための点検項
目（8項目）」を意識し、授業に積極的に臨む体
制づくりをする。
・７０％の生徒が「授業がわかる」と実感するこ
とを目指す。

・不登校生徒を全校生徒の３％以下にする。
・「先生たちは相談事や悩みに適切に応じてく
れる」という肯定的評価を生徒・保護者ともに７
５％以上とする。
・別室登校生徒への支援を行う。

・生徒の朝食の摂食率を９０％以上とする。
・薬物乱用や性非行の問題行動発生を「ゼロ」
とする。
・生徒の部活動出席率を９０％以上とする。（正
当な理由での欠席除く）

・研究主題にもとづく研究授業の実践に主体的
に取り組み、全教科で行う。
・県教育センター研修講座や各種研究会主催
の講演会等に積極的に参加する。（全職員最
低１回／年）

・問題行動等の発生件数の前年比２０％以上
減とする。
・遅刻者（特に理由無し）数を８人／日以下とす
る。

「授業がわかる」という生徒の肯定的評価を８
０％以上とする。

小中連携協議会と児童・生徒の交流活動の充
実

佐賀県や大和町の自然や歴史、産業について
８０％以上の生徒が理解を深める。

具体的目標

教職員、生徒、保護者に周知を図る。特に、保
護者への周知率を８０パーセント以上にする。

授業参観、学校行事の周知率を８０パーセント
以上にする。

「思いやりの心とチャレンジ精神に満ちあふれた生徒の育成」
「大和協力」の精神のもと、大和中学校生徒としての誇りを持ち、学校を愛し、自主性と創造性に富み、心
身ともに健康で実践力のある人間性豊かな生徒の育成をめざす。

《学校経営ビジョン》　「明るく落ち着いた中に活力ある学校」
〈めざす生徒像〉○自らを律し、他と協調しつつ、思いやりの心を持った生徒　○自ら学び、考え、
判断し、正しく行動できる生徒　○心身ともに健康で、明るく活力に満ちた生徒　　○郷土を愛し、
郷土に自信と誇りを持った生徒　○志を持って、チャレンジ精神に満ちあふれた生徒
〈めざす教師像〉○使命感にあふれ、優れた指導力と実践力にあふれた教師　○豊かな識見と専
門的な知識・技能を持ち、研鑽する教師　　○教育愛に満ち、生徒一人ひとりを大切にする教師
○将来の展望を見据え、想像力にあふれる教師
〈めざす学校像〉☆生徒と教師が切磋琢磨し、確かな学力の向上をめざす学校☆誠実で、互いに
助け合い励まし合って活動する温かい学校　☆健康で明るく、活気に満ちた学校　☆地域との関
わりを大切にする開かれた学校

①こころの教育の推進　　　　　④特別支援教育の推進
②基礎学力の育成　　　　　　　⑤小中連携の推進
③健康・安全教育の推進　　　⑥開かれた学校づくりの推進


